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調査報告 

宗教と社会貢献 Religion and Social Contribution 2020.10, Volume 10, Issue 2: 55-69.  55

社会福祉協議会と宗教団体との災害時連携に関する調査報告 

稲場圭信*・川端亮† 

INABA Keishin, KAWABATA Akira 

1. 調査の目的 

東日本大震災とその後のさまざまな災害における宗教団体の支援活動が

社会一般に知られるようになった［宗教者災害支援連絡会編 2016］。東日本

大震災を経験し、南海トラフ地震や首都直下地震などの大災害への備えと

して、宗教法人と行政との災害時協力も進んでいる［稲場 2015, 稲場・川端 

2020］。平常時と非常時の接続の重要性が指摘される中、宗教団体と社会福

祉協議会（以下、社協）の連携はどうなっているのか。地域福祉の推進を図

ることを目的とする社協が、災害時には災害ボランティアセンターを設置

して対応する。東日本大震災では、社協と宗教施設・団体の連携が多方面に

わたって見られた［淑徳大学アジア国際社会福祉研究所 2020］。 

本調査は、「宗教施設と行政と市民の連携による減災・見守り」（科学研究

費基盤研究Ａ、代表：稲場圭信、分担者：川端亮）の研究の一環として、全

国の社会福祉協議会と宗教団体の災害時連携の実態に関する情報収集を行

い、減災・見守りシステムの構築に寄与することを目的としている。 

2. 調査の概要 

調査の概要は以下の通りである。調査実施は調査会社に委託した。 

調査対象  全国の社会福協議会 1,826 全数調査 

調査時期  2020 年 1 月~2 月 

調査方法  電話、ファックス、メール、郵送などで実施。 

有効回答数 794（回答率 43.5％） 

 
* 大阪大学大学院人間科学研究科・教授・k-inaba@hus.osaka-u.ac.jp 
† 大阪大学大学院人間科学研究科・教授・kawabata@hus.osaka-u.ac.jp 
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3. 調査結果 

3.1 災害ボランティアセンターの開設、災害対応の概要 

これまでに災害が発生し、災害ボランティアセンターを開設したり、災害

対応をしたりしたことがある社協は、321 所、回答した社協全体の 40.4％で

あった。そのうち、20 件以上の災害対応があった各年度の主な災害は表１

のとおりである。 

 

表１ 災害対応した年、社協の対応数、各年度の災害 

2004 年 

25 件 

紀伊半島南東沖地震、新潟県中越地震、留萌支庁南部地震、

平成 16 年 7 月新潟・福島豪雨及び福井豪雨、台風など 

2011 年 

89 件 

東日本大震災、長野県北部地震・中部地震、平成 23 年 7 月新

潟・福島豪雨、豪雪など 

2013 年 

32 件 

淡路島地震、台風、豪雪、十勝地方南部地震、栃木県北部地

震、台風、豪雪など 

2014 年 

29 件 

平成 26 年 8 月豪雨とそれによる広島市の土砂災害、伊豆大島

近海地震、伊予灘地震、台風、豪雪など 

2016 年 

35 件 

平成 28 年 8 月北海道豪雨、糸魚川市大規模火災、熊本地震、

内浦湾地震、鳥取県中部地震など 

2018 年 

88 件 

大阪府北部地震、北海道胆振東部地震、島根県西部地震、平

成 30 年 7 月豪雨（西日本豪雨）、台風、豪雪など 

2019 年 

80 件 

山形県沖地震、令和元年 8月・10 月の大雨、台風 15・19 号な

ど 

 

災害対応した災害内容については、「洪水」が 201 件で最も多く、次いで

「地震」が 118 件、「土砂災害」が 85 件となっている。その他は、「台風」、

「豪雨」や「豪雪」などの自然災害が多く挙げられている。表２のとおりで

ある。 
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40.2 1.6 30.5 25.9 1.9 
全体

(n=321)

(%)
0 20 40 60 80 100

受け入れた
受け入れた団体もあれば、

断った団体もある
受け入れなかった

不明・

わからない
無回答

表２ 対応した災害 

災害内容 件数 
洪水 201 
地震 118 
土砂災害 85 
台風 54 
津波 29 
豪雪 27 
豪雨 22 
高潮 7 
竜巻・強風 7 
原発事故 6 
火山 5 
火災 3 
タンカー重油流出 3 
その他 3 
全体 570 

 

 

3.2 宗教団体との連携 

災害ボランティアセンターを開設したり、災害対応をしたりしたことが

ある 321 社協のうち、宗教団体のボランティアや支援を受け入れた社協は

４割にのぼる一方で、約３割の社協が受け入れなかった。 

 

図１ 宗教団体のボランティア・支援の受け入れ 
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都道府県別の社協による宗教団体のボランティアや支援の受け入れ状況

は表３、４、５、６のとおりである。 

 

表３ 都道府県別の宗教団体のボランティア・支援の受け入れ１ 

（上段：実数、下段：％） 
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団
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無
回
答 

 
 
 
 

  全  体 321 129 5 98 83 6 

  100.0 40.2 1.6 30.5 25.9 1.9 

北海道 11 6      -      - 5      - 

  100.0 54.5      -      - 45.5      - 

青森県 4 2      - 2      -      - 

  100.0 50.0      - 50.0      -      - 

岩手県 12 5      - 3 4      - 

  100.0 41.7      - 25.0 33.3      - 

宮城県 13 5 2 3 3      - 

  100.0 38.5 15.4 23.1 23.1      - 

秋田県 6 4      - 1 1      - 

  100.0 66.7      - 16.7 16.7      - 

山形県 6 4      - 2      -      - 

  100.0 66.7      - 33.3      -      - 

福島県 19 9      - 6 4      - 

  100.0 47.4      - 31.6 21.1      - 

茨城県 10 3      - 5 2      - 

  100.0 30.0      - 50.0 20.0      - 

栃木県 3      -      - 1 2      - 

  100.0      -      - 33.3 66.7      - 

群馬県 7 3      - 2 2      - 

  100.0 42.9      - 28.6 28.6      - 
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表４ 都道府県別の宗教団体のボランティア・支援の受け入れ２ 

（上段：実数、下段：％） 
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埼玉県 3 2      - 1      -      - 

  100.0 66.7      - 33.3      -      - 

千葉県 18 8      - 4 5 1 

  100.0 44.4      - 22.2 27.8 5.6 

東京都 8 3      - 2 3      - 

  100.0 37.5      - 25.0 37.5      - 

神奈川県 10 2      - 6 2      - 

  100.0 20.0      - 60.0 20.0      - 

新潟県 12 8 1 2 1      - 

  100.0 66.7 8.3 16.7 8.3      - 

富山県      -      -      -      -      -      - 

       -      -      -      -      -      - 

石川県 2 1      - 1      -      - 

  100.0 50.0      - 50.0      -      - 

福井県 7 2      - 3 2      - 

  100.0 28.6      - 42.9 28.6      - 

山梨県 8 1      - 3 3 1 

  100.0 12.5      - 37.5 37.5 12.5 

長野県 15 7      - 4 4      - 

  100.0 46.7      - 26.7 26.7      - 

岐阜県 7 2      - 2 3      - 

  100.0 28.6      - 28.6 42.9      - 

静岡県 6 3      - 2 1      - 

  100.0 50.0      - 33.3 16.7      - 
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表５ 都道府県別の宗教団体のボランティア・支援の受け入れ３ 

（上段：実数、下段：％） 
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愛知県 4 3      -      - 1      - 

  100.0 75.0      -      - 25.0      - 

三重県 3 1      - 2      -      - 

  100.0 33.3      - 66.7      -      - 

滋賀県 4      -      - 4      -      - 

  100.0      -      - 100.0      -      - 

京都府 8 3      - 1 4      - 

  100.0 37.5      - 12.5 50.0      - 

大阪府 17 3      - 5 7 2 

  100.0 17.6      - 29.4 41.2 11.8 

兵庫県 7 3      - 3 1      - 

  100.0 42.9      - 42.9 14.3      - 

奈良県 2      - 1 1      -      - 

  100.0      - 50.0 50.0      -      - 

和歌山県 2 1      - 1      -      - 

  100.0 50.0      - 50.0      -      - 

鳥取県 5      -      - 4 1      - 

  100.0      -      - 80.0 20.0      - 

島根県 7 3      - 3 1      - 

  100.0 42.9      - 42.9 14.3      - 

岡山県 9 3      - 2 3 1 

  100.0 33.3      - 22.2 33.3 11.1 

広島県 9 5      - 2 2      - 

  100.0 55.6      - 22.2 22.2      - 
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表６ 都道府県別の宗教団体のボランティア・支援の受け入れ４ 

（上段：実数、下段：％） 
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山口県 6 4      -      - 2      - 

  100.0 66.7      -      - 33.3      - 

徳島県 2 2      -      -      -      - 

  100.0 100.0      -      -      -      - 

香川県 6 1      - 1 3 1 

  100.0 16.7      - 16.7 50.0 16.7 

愛媛県 7 4 1 2      -      - 

  100.0 57.1 14.3 28.6      -      - 

高知県 3 1      - 1 1      - 

  100.0 33.3      - 33.3 33.3      - 

福岡県 4 1      - 3      -      - 

  100.0 25.0      - 75.0      -      - 

佐賀県 4 2      - 1 1      - 

  100.0 50.0      - 25.0 25.0      - 

長崎県 1      -      - 1      -      - 

  100.0      -      - 100.0      -      - 

熊本県 12 5      - 3 4      - 

  100.0 41.7      - 25.0 33.3      - 

大分県 2 1      -      - 1      - 

  100.0 50.0      -      - 50.0      - 

宮崎県 2      -      - 1 1      - 

  100.0      -      - 50.0 50.0      - 

鹿児島県 8 3      - 2 3      - 

  100.0 37.5      - 25.0 37.5      - 

沖縄県      -      -      -      -      -      - 
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3.3 社協が受け入れた宗教団体 

社協が受け入れた宗教団体の上位は、天理教、真如苑、曹洞宗、末日聖

徒イエス・キリスト教会、浄土真宗、カトリック、創価学会、立正佼成会

となっている。表７のとおりである。 

 

表７ 社協が受け入れた宗教団体 

宗教団体 社協数 
天理教 76 
真如苑 44 
仏教系団体（詳細不明） 30 
曹洞宗 27 
末日聖徒イエス・キリスト教会 17 
キリスト教系団体（詳細不明） 16 
新宗教系団体（詳細不明） 12 
浄土真宗 8 
カトリック 7 
創価学会 7 
立正佼成会 7 
生長の家 5 
全日本仏教青年会 5 
天台宗 4 
バプテスト教会 4 
臨済宗 4 
金光教 3 
世界宗教者平和会議日本委員会 3 
日蓮宗 3 
真言宗 2 
シャンティ国際ボランティア会 2 
日本ムスリム協会 1 
不明 5 
全体 292 
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3.4 社協が受け入れた宗教団体の協力 

社協が災害対応で受け入れた宗教団体の協力は、「人的支援」が最も多く、

次いで「義援金の寄付」となっている。表８のとおりである。 

 

表８ 社協が受け入れた宗教団体の協力内容と件数 

協力内容 件数 
人的支援 209 
義援金の寄付 47 
イベント・サロン活動、心のケア 32 
物資の寄付 29 
ボランティアセンター運営サポート 22 
施設・土地の提供 9 
無回答 10 
全体 358 

 

3.5 社協が受け入れた宗教団体の協力時期 

社協が対応した災害のうち、宗教団体の協力を受け入れた時期について

は、2019 年が 60 件で最も多く、次いで 2011 年が 50 件、2018 年が 44 件と

なっている。図２のとおりである。 
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図２ 社協が受け入れた宗教団体の協力時期と件数
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66.9 10.2 14.3 0.3 

0.0 

8.2 
全体

(n=293)

(%)
0 20 40 60 80 100

非常に満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答

3.6 宗教団体のボランティアや支援を受け入れた理由 

社協が、宗教団体からボランティアや支援を受け入れた理由については、

「特に断る理由がない」が全体の３分の２を占めており、次いで「平常時か

ら協力関係がある」であった。主な理由は表９のとおりである。 

 

表９ 宗教団体のボランティアや支援を受け入れた理由 

  （複数回答、n=293 社協、％は 293 社協のうち選択した社協の割合） 

理由 件数 ％ 

特に断る理由がない 194 66.2 
平常時から協力関係がある 38 13.0 
過去の災害で支援を受け入れたことがある  18 6.1 
他からの評判を聞いた 14 4.8 
関係者・関係団体からの紹介 11 3.8 
社協からの支援要請した 4 1.4 
一般ボランティアとして受け入れた 4 1.4 
宗教施設・団体からの申し出 1 0.3 
 

3.7 受け入れた宗教団体のボランティアや支援の満足度 

受け入れた宗教団体のボランティアや支援についての満足度は、「満足

（「非常に満足」と「やや満足」を足した割合）」が約８割となっている。主

な内容は図３のとおりである。 

 

図３ 受け入れた宗教団体のボランティアや支援の満足度 
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3.8 ボランティアや支援を受け入れなかった理由 

社協が、宗教団体のボランティアや支援を受け入れなかった理由として

は、「宗教団体から申し出がなかった」が約８割を占めている。主な内容は

表１０のとおりである。 

 

表１０ 宗教団体のボランティアや支援を受け入れなかった理由 

（複数回答、n=103 社協、％は 103 社協のうち選択した社協の割合） 

理由 件数 ％ 

宗教団体から申し出がなかった 83 80.6 
外部ボランティアの受け入れを行わなかった 11 10.7 
宗教色を前面に出している団体であったため 3 2.9 
政教分離の考えから   2 1.9 
過去にトラブルがあった団体だったため     2 1.9 
他からの評判を聞いて 1 1.0 
 

3.9 宗教団体との今後の連携 

宗教団体との今後の連携についての社協の考え方に関しては、連携の現

状を維持もしくはより積極的な連携を望む社協が半数ある一方で、連携を

考えていない社協も 4 割にのぼる。表１１のとおりである。 

 

表１１ 宗教団体との今後の連携 

 件数 ％ 

より積極的に連携したい 261 32.9 
連携している現状を維持したい 140 17.6 
連携は考えていない 321 40.4 
無回答 72 9.1 
全体 794 100.0 
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3.10 宗教団体との連携の内容 

具体的に宗教団体と連携している現状としては、「平常時からの連携体制

の構築」や「人的支援」、「サロン活動・心のケア」、「宗教施設利用の協力」

が上位を占める。一方で、今後の連携に期待する内容は、「宗教施設利用の

協力」や「人的支援」、「平常時からの連携体制の構築」、「ボランティアセン

ター運営支援」が上位を占めており、現状と今後に期待する内容には若干の

ギャップが見られる。主な内容は表１２のとおりである。 

 

表１２ 連携している現状、今後の連携に期待する内容 

（複数回答、現状は n=89 社協のうち選択した社協の割合 

今後は n=392 社協のうち選択した社協の割合） 

 現状 (%) 今後 (%) 

平常時からの連携体制の構築 43.8 13.3 
人的支援（マンパワー） 19.1 27.8 
サロン活動・心のケア 16.9 9.9 
宗教施設利用の協力 15.7 31.4 
義援金・支援金の協力  13.5 4.8 
防災組織への加入・ボランティア登録 13.5 1.0 
情報共有 10.1 6.4 
研修・防災訓練等の協力 9.0 3.3 
物資支援 4.5 7.4 
ボランティアセンター運営支援 3.4 11.5 
経験・技術を活かした防災対応 3.4 7.4 
組織力・ネットワークを活かした活動 2.2 8.9 
長期・継続的支援 2.2 3.6 
災害時の連携体制の構築 0.0 4.6 

 

3.11 宗教団体との連携を考えていない理由 

宗教団体との連携を考えていないと回答した社協は 321、無回答の社協は

72 であった。そのうち、連携を考えていない理由を回答した社協は 329 あ
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り、その理由としては、「今後検討する」が 28.0％で最も多く、次いで「申

し出があれば検討する」が 13.1％となっている。一方で、「政教分離の考え」

は 4.3%にとどまる。主な理由は表１３のとおりである。 

 

表１３ 宗教団体との連携を考えていない理由 

（複数回答、n=329 社協、％は 329 社協のうち選択した社協の割合） 

理由 件数 ％ 

今後検討する 92 28.0 
申し出があれば検討する 43 13.1 
検討段階にない 41 12.5 
連携に適した宗教施設・団体が存在しない 34 10.3 
特定の団体に限った連携は検討していない 27 8.2 
連携のための調査・検討ができていない 23 7.0 
対応・連携は行政が主導している 22 6.7 
布教活動等による被災地でのトラブルを懸念 20 6.1 
災害対応の経験が無い 19 5.8 
宗教施設・団体との接点が無い 17 5.2 
必要性を感じない 16 4.9 
政教分離の考え 14 4.3 
現在の体制で充足している 11 3.3 
災害時対応の協議・見直し中 11 3.3 
地域内での連携実績がない 10 3.0 
他団体との連携を優先 7 2.1 
連携方法がわからない 7 2.1 

4. まとめ 

本調査で、社会福祉協議会と宗教団体の災害時連携の動きが広がってい

ることがわかった。受け入れた協力時期については、2019 年が 60 件で最も

多く、次いで 2011 年が 50 件、2018 年が 44 件となっている。大災害の頻度

及びその災害が広域にわたるかどうかによって件数は影響を受けると考え
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られるが、増加傾向にあると言える。 

災害ボランティアセンターを開設したり、災害対応をしたりしたことが

ある社会福祉協議会の４割が宗教団体のボランティアや支援を受け入れた。

受け入れた宗教団体の上位は、天理教、真如苑、曹洞宗、末日聖徒イエス・

キリスト教会、浄土真宗、カトリック、創価学会、立正佼成会であり、その

内容は人的支援が最も多く、次いで義援金の寄付であった。 

ボランティアや支援を受け入れた理由については、特に断る理由がない

が全体の３分の２を占めており、次いで平常時から協力関係であった。受け

入れた宗教団体のボランティアや支援については約８割が満足と回答して

いる。一方で、宗教団体のボランティアや支援を受け入れなかった理由とし

ては、宗教団体から申し出がなかったが約８割を占めている。政教分離の考

え方から受け入れを断った事例はごく少数であった。 

都道府県、地域によって連携の内容や対応が異なる部分もある。このあた

りの分析については、今後、本調査をもとにさらに聞き取り調査を進め、別

途、論文としてまとめる予定である。 
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